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成層圏からの無線通信により、モバイルネットワークのカバレッジの拡張を実現します
HAPSによる通信カバレッジ拡張の検証

人が多く住んでいる都市部／郊外エリアを中心に地上基地局を設置することで、モバイルネット
ワークの人口カバー率は99.9%ですが、離島や山間部などの国土全体や領海などを含めると通信
ができないエリアも多く存在します。また、日本では自然災害が多く、地上基地局が被害を受け
ることもあります。
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成層圏を飛行するHAPSを介することで、山や海、空など、地上基地局の設置が困難な地域でも
通信が可能になります。これにより、新産業の創出や災害対策に貢献します。

研究目標  – 成果
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• 成層圏を飛行するHAPSを介した通信によ
り、従来の地上ネットワークではカバーで
きない山や海、空をカバー

• 地震などの自然災害の影響を受けにくく、
災害時の通信エリアの早期復旧に活用

要素技術 02
類似のサービスである衛星（GEO・LEO）と
比較し、「高速低遅延」「定点飛行が可能で
ネットワーク構築の柔軟性が高い」「ス
マートフォンと直接通信可能」の3つの観点
で有利
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